
○ 時津風部屋力士傷害致死事件の発生（Ｈ19）
警察が病死と判断した後、遺族の要望により行政解剖を実施した結果、
犯罪行為によるものを見逃していたことが明らかに。

背景

警察等が
取り扱う死体

犯罪死体

関係行政機関への通報

変死体

捜査

○ 死体取扱総数の増加（Ｈ14 125,403体 → Ｈ23 173,735体）
○ 解剖率が諸外国に比べ低調 Ｈ23 約11％

（英国約46％ ドイツ約19％ スウェーデン約89％ ）

現状

解剖

遺族に説明した上で、その承諾を得ることなく
（→大学、国・地方公共団体の機関等に委託）

死体発見時の調査
・死体の状況の調査、関係者からの聴取
・医師の立会い、歯科医師による歯牙の調査 等

検査

・体液又は尿を採取して行う薬毒物検査
・死亡時画像診断 等

身元を明らかに
するための措置

・血液、歯牙、骨等の
組織の一部の採取

・体内に植え込まれた
医療機器の摘出 等

法医学の専門家の意見を聴き、必要があるとき

遺族等への引渡し

・人材の育成等 ・財政上の措置その他

検視

体内の状況を調査する必要があるとき

刑事手続に移行しないもの

警察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律案 概要
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